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百香，水谷直也，鈴木智大，高田京加，森寛行．ケースレポートを書こう！-accept されるために必

要なこと-2023. 症例報告のコツ. 第 14 回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会，名古屋，2023
年 5 月 12 日-13 日. 
 
亀井隆史, 德田浩亮, 板垣実幸, 迫健太郎，見坂恒明．明らかな免疫不全の背景のない患者に

おける Campylobacter fetus による細菌性髄膜炎と化膿性椎間板炎の 2 例．第 240 回日本内

科学会近畿地方会．神戸，2023 年 6 月 24 日．優秀賞演題賞受賞． 
 
古畑博史，德田浩亮，見坂恒明．粘度調整食品による胃石形成が疑われた 1 例．第 240 回日本

内科学会近畿地方会．神戸，2023 年 6 月 24 日．  
 
富田裕之，森寛行，野村雄大，西崎朗，見坂恒明．悪性貧血に食道癌を合併した 1 例．第 240 回

日本内科学会近畿地方会．神戸，2023 年 6 月 24 日．  
 
布田大志，森寛行，岩本宗矩，水谷優，大塚喜久，西崎朗，岡本有祐，見坂恒明．三叉神経痛で

発症した悪性リンパ腫の 1 例．第 240 回日本内科学会近畿地方会．神戸，2023 年 6 月 24 日．

優秀賞演題賞受賞． 
 
松久雄紀，清水洋範, 廣瀬英生, 後藤忠雄，見坂恒明．片側性の舌血管性浮腫を繰り返した1例. 
第 72 回日本アレルギー学会学術大会，東京，2023 年 10 月 20 日-22 日. 
 
見坂恒明，八幡晋輔，合田建，隈部綾子，岡山雅信．地域基盤型医学教育の中期的効果に及ぼ

すプログラムの検討．第 55 回日本医学教育学会大会，長崎，2023 年 7 月 28 日‐29 日．

JSME55 特別企画(ちゃんぽんシンポジウム)発表． 



 
合田建，見坂恒明. 医師が医学生実習に関わる意義と屋根瓦式教育効果. 第 55 回日本医学教

育学会大会，長崎，2023 年 7 月 28 日‐29 日． 
 
見坂恒明. 若手奨励賞（初期）1 座長．第 241 回日本内科学会近畿地方会．大阪，2023 年 9
月 2 日． 
 
村上雅博,徳田浩亮,川口夏未,山羽峻平,大野奈都美,亀井隆史,丸田哲也,森美砂, 隈部綾

子, 見坂恒明．Pseudomonas aeruginosa による化膿性恥骨結合炎の１例．第 241 回日本

内科学会近畿地方会．大阪，2023 年 9 月 2 日． 
 
足立壮，青井直樹，松本敏明，廣瀬晃子，瀬川和子，横田聖子，見坂恒明．ESBL 産生菌菌血

症における各抗菌薬の有効性評価．第 18 回兵庫県立病院学会，神戸，2023 年 9 月 9 日. 
 
布田大志，森寛行，岩本宗矩，水谷優，大塚喜久，岡本有祐，見坂恒明，西崎朗．三叉神経痛で

発症した悪性リンパ腫の１例．第 18 回兵庫県立病院学会，神戸，2023 年 9 月 9 日. 
 
京谷萌，見坂恒明，藤井康和，河﨑悟，西崎朗．地域中核病院である当院内科に所属する医師

のバーンアウトの調査．第 18 回兵庫県立病院学会，神戸，2023 年 9 月 9 日. 
 
見坂恒明，八幡晋輔，小佐見光樹，水谷直也，鈴木智大，藤原稜，田口真理子．ケースレポート

を書こう!-accept されるために必要なこと- 2023 実践編．日本プライマリ・ケア連合学会 第 20 回

秋季生涯教育セミナー，大阪（web），2023 年 9 月 23‐24 日． 
 
来住知美，大郷義也，見坂恒明，白野倫徳．テグートカゲからの創傷後に Salmonel la  
enterica subsp.enterica serovar  Chester 椎体椎間板炎を来たした 1 例．第 72 回

日本感染症学会東日本地方会学術集会 第 70 回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学

会，東京，2023 年 10 月 25‐27 日． 
 
塚本進之介，京谷萌，見坂恒明.  Hafnia alveiによる肝膿瘍の１例． COVID-19患者へのレム

デシビル投与の安全性の評価. 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第71回日本化

学療法学会西日本支部総会合同学会，富山，2023年11月9‐11日． 

小田木緋里，見坂恒明．植込型除細動器(ICD)に関連したBacillus cereusによる感染性心内膜

炎の1例．第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第71回日本化学療法学会西日本支

部総会合同学会，富山，2023年11月9‐11日． 



青井直樹，福山裕季子，廣瀬晃子，見坂恒明．MEPM出荷調整時の抗菌薬適正使用について．

第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第71回日本化学療法学会西日本支部総会合

同学会，富山，2023年11月9‐11日． 

見坂恒明，八幡晋輔，小佐見光樹，水谷直也，鈴木智大，藤原稜, 田口真理子．臨床研究ことは

じめ  ケースレポートから臨床研究への橋渡し．第 36 回日本プライマリ・ケア連合学会近畿地方

会，web，2023 年 11 月 26 日． 
 
樫木孝次，園田育未，藤原稜，見坂恒明．COVID-19 罹患後，副腎皮質機能低下症に随伴した

体位性頻脈症候群を発症した１例．36 回日本プライマリ・ケア連合学会近畿地方会，web，2023
年 11 月 26 日．座長賞表彰受賞． 
 
切石菜々美，森寛行，見坂恒明．初期の部位診断が誤ったため診断に時間を要した非骨傷頚髄

損傷の１例．36 回日本プライマリ・ケア連合学会近畿地方会，web，2023 年 11 月 26 日． 
 
光丸誠紘，京谷萌，津田一範，見坂恒明．巨大胃石症に対するコーラ溶解療法中に小腸閉塞を

発症した 1 例. 第 36 回日本プライマリ・ケア連合学会近畿地方会，web，2023 年 11 月 26 日． 
 
折田沙穂，加藤歩，森寛行，見坂恒明．腹痛で発症した鉛中毒の症例の検討．第 17 回神戸内科

学セミナー, 神戸，2023 年 11 月 25 日．優秀賞演題賞受賞． 
 
森洋平，見坂恒明．自律神経障害により、非心原性失神を繰り返した全身性アミロイドーシスの 1
例．第 12 回日本プライマリ・ケア連合学会中部ブロック支部学術集会，名古屋，2023 年 11 月 26
日． 
 
見坂恒明．身近な疑問から論文発表する Tips. 第 77 回兵庫県小児アレルギー・呼吸器懇話

会，神戸，2023 年 12 月 7 日. 
 
山羽峻平，徳田浩亮，川口夏未，村上雅博，大野奈都美，亀井隆史，丸田哲也，森美砂，隈部綾

子，見坂恒明．無症状期からの経過を追えた IgG４関連後腹膜線維症の 1 例．第 242 回日本内

科学会近畿地方会，吹田，2023 年 12 月 9 日. 
 
亀井隆史，徳田浩亮，山羽峻平，村上雅博，川口夏未，大野奈都美，丸田哲也，森美砂，隈部綾

子，見坂恒明．尿閉を契機としたADH分泌過剰症の 1例．第 242回日本内科学会近畿地方会，

吹田，2023 年 12 月 9 日. 
 



川口夏未，徳田浩亮，山羽峻平，村上雅博，大野奈都美，亀井隆史，丸田哲也，森美砂，隈部綾

子，見坂恒明．慢性腎臓病患者へのメトトレキサート投与で汎血球減少症をきたした１例．第 242
回日本内科学会近畿地方会，吹田，2023 年 12 月 9 日. 
 
南吉美紀, 林友鴻, 杉本龍, 西崎朗, 見坂恒明．胸痛を伴わず若年女性に発症した Kounis 症

候群 I 型の 1 例．第 242 回日本内科学会近畿地方会，吹田，2023 年 12 月 9 日. 
 
田中黎，藤原稜，西崎朗，見坂恒明．パレコウイルス 3 型による流行性筋痛症と共感染を来した

RS ウイルス感染症の 1 例．第 242 回日本内科学会近畿地方会，吹田，2023 年 12 月 9 日. 
 
矢幡悟大，大塚喜久，見坂恒明．難治てんかん重積状態を契機に成人科へ移行し，エベロリムス

を導入した結節性硬化症の 1 例．第 242 回日本内科学会近畿地方会，吹田，2023 年 12 月 9
日. 優秀賞演題賞受賞． 
 
鈴木智大,  中野周平，望月碧，水杉真理子，川端利永子，岩佐沙弥，高田京加，杉上文音，森

山泰葉，藤原稜，田内悠太，見坂恒明．リハ専門職から ICF 評価とそれに応じたリハの視点を学

ぼう! ．日本プライマリ・ケア連合学会 第 19 回若手医師のための家庭医療学冬期セミナー，京都，

2024 年 2 月 10‐11 日． 
 
古結裕之，大塚喜久，見坂恒明．Eight-and-a-half 症候群を呈し MRI 拡散強調像は偽陰性で

あった橋梗塞の１例．第 243 回日本内科学会近畿地方会，大阪，2023 年 3 月 16 日.優秀賞演

題賞受賞． 
 
太田里菜，新倉悠人，河崎悟，見坂恒明，楠直明，魚谷健裕．骨盤内動静脈瘻から高心拍出性

心不全を発症した 1 例．第 243 回日本内科学会近畿地方会，大阪，2023 年 3 月 16 日． 
 
森美砂，川口夏未，村上雅博，山羽峻平，大野奈都美，丸田哲也，徳田浩亮，岡本明日香，見坂

恒明．副腎クリーゼを契機に Sheehan 症候群の診断に至り可逆性脳梁膨大部病変を有する軽症

脳炎・脳症を合併した 1 例．第 243 回日本内科学会近畿地方会，大阪，2023 年 3 月 16 日． 
 
佐田崇典, 徳田浩亮, 川口夏未, 村上雅博, 山羽峻平, 大野奈都美, 丸田哲也, 森美砂, 隈部

綾子, 見坂恒明．ウレアーゼ産生 Morganella morganii による閉塞性尿路感染症により高アン

モニア血症をきたした 1 例．第 243 回日本内科学会近畿地方会，大阪，2023 年 3 月 16 日． 
 
見坂恒明．TMC 流若手医師の育て方. 岡山県へき地勤務医師等医療研修会，岡山，2024 年 3
月 16 日． 


